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研究発表要旨
寝たきり高齢者の社会参加を可能にする支援システムの構築
－ 社会参加が困難と考えられていた障害者４事例の検討から－
川崎医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科 医療福祉学専攻 塚原 貴子
川崎医療福祉大学 医療福祉学部 医療福祉学科 佐々木正美
関西国際大学 宮原 伸二
寝たきり高齢者の社会参加を可能にする支援シス
テム構築にむけての基礎的研究として，社会参加は
無理であると考えられていた障害者の社会参加を可
能にしている要因を検討した．対象は，重症心身障
害者の通所施設「朋」，ノースカロライナの自閉症
のＴＥＡＣＣＨプログラム，脳性マヒ者の「青い芝の
会」，アメリカのＩＬ（自立生活）運動の影響を受け
た全国自立生活センターの活動の４事例である．障
害の異なる対象にも関わらず社会参加を可能にして
いた共通点として，社会参加がいかに重要であるの
かを明確な理念， 人間観として持っていた．専門職
の支援のあり方を間っていた．対象者の個々の問題
を幅広く捉え優先順位が決められるゼエネラリスト
や同様の機能をする存在があった． 障害者の要望を
聞く行政の柔軟な態度があった． 障害や発達段階の
違いにより社会参加を可能にした原動力となるメン
バ ，ー 具体的な支援， 活動に違いがあるが力強い原
動力となる人がいた．
在宅重症心身障害児の社会的支援に関する医療福祉学的研究
川崎医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科 医療福祉学専攻 吉野 千晶
志学館大学 法学部 法律学科 近藤 功行
川崎医療福祉大学 医療福祉学部 医療福祉学科 未光 茂
重症心身障害児をめぐる医療福祉体系は，医療上
の必要性や家庭での困難さなどから約２５年間，施設
入所が中心であった．しかし，１９８１年の国際障害者
年を契機に，在宅・地域生活を目指すことが重要であ
ると考えられるようになった．そのような中，１９９０
年，川崎医療福祉大学（以下，本学）の学生を中心
に，一人の在宅重症心身障害児（以下，重症児）を
サポートする活動が本学で始まった．当初は６人で
スタートした活動も今では卒業生５５名，現役本学学
生１７名により，レクリエーションを中心とした活動
を行うまでとなった．
本研究においては，この本学サークル「あゆ組」の
活動において，卒業生５５名が学生という立場でどう
いった疑問， 課題を持ちながら在宅重症児との関わ
りを持っていたのかを調査し，今後， 地域社会とど
のように関わりを持つことができるかを検討した．
ラット組織中タウリンおよびヒポタウリン定量法の検討とその応用
川崎医療福祉大学大学院 医療技術学研究科 健康科学専攻 中村 博範
川崎医療福祉大学大学院 医療技術学研究科 臨床栄養学専攻 八木 潤
川崎医療福祉大学 医療技術学部 臨床栄養学科 木坂 純子 得能由美子
柳楽真理子 森野 勝也
産賀 敏彦
動物組織における含硫アミノ酸の代謝とその生理
作用を明らかにするため，組織中タウリンおよびそ
の前駆体であるヒポタウリン含量の定量法の検討を
行った．尿中タウリンの定量は， タウリンをダブシ
ルタウリンとしたあと逆相クロマトグラフィーで分
析してきた． その条件でヒポタウリンをダブシル化
した場合，タウリンへの酸化が大きかったが，ダブシ
ルクロライド濃度を低下させることでその酸化は抑
えられ，また， 反応温度を低下させることで効率よ
くダブシル化を行うことができた． 組織からの抽出
操作はアセトンを用いた除タンパク法で行った．こ
の条件下で測定した各組織（肝臓，腎臓，心臓，脳）
でのタウリンおよびヒポタウリン含量（〆ｍｏｌ／ｇ，
ｎ＝５） は， それぞれタウリンは１．５８±０．５０，１０．７１±
１．１８，２７．５２±３．０３，６．３４±０．８０で， ヒポタウリンは
０．１８±０．１３，０．３６±０．１１，０．１１±０．０６で，脳では検出
されなかった
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医療技術学部 感覚矯正学科 前田 史篤 木村 久
田淵 昭雄
日常的視活動である読書を行っている時の両眼性
眼球運動を赤外線眼鏡型眼球運動記録装置ｏｂｅｒ２と
赤外線８ｍｍビデオカメラで同時記録（実験１：対
象１５名／２０．７歳）した．さらにｒｅａｄｉｎｇｍｕｓｃｌｅの電
気的活動（水平４直筋両眼同時記録）について外眼
筋筋電図（実験２：対象２名／２４・２５歳）より検討
した．
実験１では，読書時の眼球運動波形はｓａｃｃａｄｅと
６ｘａｔｉｏｎの繰り返しである基本的なｓｔａｉｒｃａｓｅｐａｔ－
ｔｅｒｎを描いたが，各眼運動量は必ずしも一定ではな
いことが明らかとなった．
実験２では，作働筋作用方向へのｓａｃｃａｄｅ時に高
頻度バースト放電が生じ，それに先行して桔抗筋で
は電気的活動がｉｎｈｉｂｉｔｉｏｎされていた．云ｘａｔｉｏｎ時
はｔｏｎｉｃｎｅｕｒｏｎ由来と推定される持続性の放電を
認め， これらの反応がｓａｃｃａｄｅと五ｘａｔｉｏｎを繊密に
コ ントロールし，ｓｔａｉｒｃａｓｅｐａｔｔｅｒｎが成立するもの
と示唆された．
読書時の外眼筋筋電図
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大学生を対象とした遠泳実習における疲労について
川崎医療福祉大学大学院 医療技術学研究科 健康体育学専攻 藤原 有子
岡山大学 特殊教育特別専攻科 星島 葉子
川崎医療福祉大学 医療技術学部 健康体育学科 矢野 博己 田島 誠
木村 一彦
安全な遠泳実習を行うにあたり，学生の疲労状態
を把握することは大変重要である．そこで本研究で
は，水泳技能（４００ｍ平泳ぎ記録）に基づく班編成
と疲労との関係について１． 自覚疲労調べ ２．特
定不安アンケート，状態不安アンケート ３． 体表
温度変化から検討を行った．その結果，遠泳実習中
に自覚疲労を訴える者は少なかったが，その中でも
女性または水泳技能の劣る学生を中心に，自覚疲労
を訴える集団が観察された．また， 水泳技能の低い
学生ほど，実習直前の状態不安が高い傾向であった．
さらに，水泳技能の低いグループの中でも体脂肪率
の低い学生ほど体表温度低下が観察された．以上の
結果から，４００ｍ平泳ぎ記録，体脂肪率，状態不安，
自覚疲労調べを実施することは学生の疲労状態を把
握し，より安全な遠泳実習を行う上で，有効な調査
となりうる可能性が示唆された．
後天性上斜筋麻痩の身体平衡機能評価
川崎医療福祉大学 医療技術学部 感覚矯正学科 難波 哲子 深井小久子
＜目的＞後天性上斜筋麻癖の身体平衡機能を視能矯
正前・後で評価した．
＜対象および方法＞後天性上斜筋麻庫の中高年８例，
若年７例について身体平衡機能測定装置 Ｂａｌａｎｃｅ
ＭａｓｔｅｒＭＰＳ‐１１０２（ＮｅｕｒｏＣｏｍ⑩）を用い，静的お
よび動的身体平衡機能を測定した．
＜結果＞視能矯正後の静的身体平衡機能は開険およ
び閉険時の重心位置偏位量の改善，動的身体平衡機
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能は特に中高年の後方への重心位置偏位量の改善が
認められた．
＜考按＞視機能および身体平衡機能の改善は，低下
した外眼筋自己受容器の活動性の変化が促進され，
眼球運動と身体平衡機能に影響したためと推察した．
身体平衡機能は自覚症状を客観的に評価できる方法
であると考えた．
